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連載

欧州から (8)伝統ある前衛スタジオは今...
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概要

この連載記事は主に欧州における現在の電子音響音楽
に関する様々な活動や問題を電子音響音楽と一般社会、
電子音響音楽と教育、電子音響音楽と現代音楽界などの
観点からレポートしていく。

This article-series reports today’s issues and activities
associated to electroacoustic music in Europe from the
viewpoints of “electroacoustic music and general society”
“electroacoustic music and education” and “electroacous-
tic music and contemporary music society”.

1.『トーンバントマシーネ』

ドイツの電子（音響）音楽を背負う４つのインスティ
テュートを特集したフィルム『トーンバントマシーネ
（テープレコーダーの意）』が２０１１年４月２０日にケ
ルンの Ludwig美術館フィルム・フォーラム館で上映さ
れた。ケルン・メディア大学とケルン音大電子音楽スタ
ジオの共同制作によるドキュメンタリーで、内容はケル
ンの西ドイツ放送局 (WDR)電子音楽スタジオ、フライ
ブルグの南西ドイツ放送 (SWR)実験スタジオ、ベルリ
ン工科大学 (TU)電子スタジオ、そしてカールスルーエ
の ZKMの４つのスタジオの歩みに焦点をあてたもので
ある。ドイツの音大の電子音楽スタジオは数多くあるの
だが、このフィルムではこれらは教育機関とみなして除
外している。

WDR 電子音楽スタジオの元サウンドエンジニア
(1971-2001) であったフォルカー・ミュラー (Volker
Müller)、SWR 実験スタジオの元所長（芸術面担当、
1984-2005)アンドレ・リヒャルト（André Richard）、ベ
ルリン工科大電子スタジオ元所長 (1974-2009)フォルク
マー・ハイン（Volkmar Hein）、そして ZKM音楽音響部
門の現在の所長 (2003-)ルトガー・ブリュマー（Ludger
Brümmer）の四氏へのそれぞれ別々に収録されたインタ
ビューが話のテーマごと同時進行的にカット編集され
て、四スタジオの持つ背景、方針やそれぞれが抱え対処

してきた問題、そして現在の活動などがそれぞれのスタ
ジオで制作された電子音楽作品の挿入とともに浮き彫り
にされる。

WDR スタジオ、ベルリン工科大、SWR スタジオは
特に歴史が古い。電子音楽史の初期からその活動に関
わってきた彼らの証言は、ドイツの電子音楽史のみなら
ず世界の電子音楽史という観点からも大変興味深いもの
であった。巨大なアナログ機器を使っての当時の作品制
作は、作曲家ひとりの仕事ではなかった。作曲家達は自
らが機械を操作するのではなく、基本的にはスタジオに
設置されたオーディオ機器を知り尽くしている技術者の
様々な協力ー機器操作のみならず音制作への助言もーに
よって始めて作品を作り上げることができた。
インタビューは、「初期の制作作業は極度な困難さを
伴っていた。というのは、最初は機械がたった一つしか
なかったから。たった一つの機械ではほとんど何も作る
ことが出来ない」（ハイン）「６０ー７０年頃はそれぞれ
のスタジオが全く違った調整卓を持っていて、これらの
間に何も統一された方式も互換性もなかった」（ブリュ
マー）といった電子音楽初期のスタジオの制作現場の様
子から、７０年大阪万博にも言及する。放送局付属スタ
ジオであれば半年間の長期にわたる万博への技術者の出
張は難しい一方で、ベルリン工科大電子スタジオは大学
研究機関という立場故に参加可能だった経緯は、このス
タジオがその後一気にドイツを代表する電子音楽スタジ
オとして認識されるようになった歴史を考えると興味深
い。普段日本の側から見ている大阪万博での電子音楽イ
ヴェントの裏側を見るというか、全く別の視点から見る
ことになり、おもしろい。

WDRについては電子音楽の歴史とともにスタートし
たメッカともいうべきスタジオであり、日本でもよく知
られている。こちらがシュトックハウゼンの本拠地と性
格づけられるのに対し SWRフライブルグ実験スタジオ
は、長年ノーノの本拠地だったと言ってもよいだろう。
現在では ZKMとともにコンクールやレジデンス提供を
行なっており、もっぱら西洋楽器とのライブ・エレクト
ロニクス制作に重点をおいている。一方ベルリン TUは
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芸術系ではなく工科大学という環境ゆえに新しい電子
工学技術は比較的速やかに導入され、また独自のサウン
ドシステムWave Syntheseの研究開発も行なってきた。
音楽学生の教育目的ではなく DAADとの提携でプロの
(主に海外の）作曲家達を客員作曲家として招き制作環
境を提供すると同時に同学部学生達に対しての講座を開
催してきた。このような背景で、長い歴史が一人の巨匠
による独裁政権（？）で彩られるということは起こらな
かった。また ZKMはこれらのスタジオの中で最も歴史
の浅い機関 (1989年設立）であり、設立当時すでに「コ
ンピュータを使ったデジタル・アートは存在し、中心的
なテーマだった」（ブリュマー）。このためアナログから
デジタルへの過渡期を経験することなくスタートして
いる。
現在のスタジオの有り方とは？作曲家達に何を提供で
きるのか？ブリュマーはこう答える。「作曲過程におい
て個人の力では困難な部分、たとえばクオリティの高い
マルチチャンネルの音響空間」。これはブリュマー自身
が世界の電子音響音楽のトップを走り続ける作曲家であ
るからこそ今作曲家達が何を必要としているのかが実感
として分かっている発言である。一方で WDR の元サ
ウンドエンジニアであったミュラーが旧式の録音機材へ
の愛着を捨てがたいが故に「これらを使ってまだまだ電
子音楽制作が出来る」と発言するのと対照的であった。

2. 博物館化するスタジオ

フィルム制作の背景にあるのは WDR スタジオの去
就。現在博物館化しているこのスタジオを、今後どうす
るのかという問題だ。というのは新たにケルン市にメ
ディア・アート・センターを設立しようという動きがあ
るのだ。電子音楽スタジオとメディアセンターの両方を
運営する余裕はないし、機能的にもダブっている。では
現在のWDRスタジオはどうなるのか。電子音楽博物館
として活用して行くのか。現在の機材は旧式のアナログ
機器で、これらをもって現役スタジオとして活動させる
のは無理があるのだが、機材一新にせよスタジオ閉鎖に
せよ、旧機材は保管場所もなく廃棄処分するしかない。
これは引退したとはいえ地元の名士でもあるミュラー氏
に後足で砂をかけるようだという関係者達の思惑がある
ようだ。実際、ミュラー自身が上述のように旧機材のま
まのスタジオ運営持続に固執しているので問題を難しく
している。
欧州では過去数年の間に幾つかの伝統ある機関が存続
の危機にさらされた。そのうちオランダの STEIMは世
界中の関係音楽家達からの嘆願運動により危機を脱し
た。しかしフランス・ブルージュの IMEBは、再度にわ
たる予算カットのため活動を停止せざるをえなくなっ
た。ジャン・クロード・リセをリーダーとする２度の嘆

願運動は功を奏さなかった。しかし実は IMEB の創立
者であるフランソワーズ・バリエーとクリスチャン・ク
ロジエ夫妻が高齢のため引退したかったのだという内部
情報も伝わってきている。 IMEB は彼らのもの、彼ら
の引退と共に閉鎖したい。が、別の名称で誰かが似たよ
うな機関をブルージュで立ち上げるのは多いにありとい
う彼らの意向と、旧機関から新機関設立への移行が、州
政府との間でうまく折り合わなかったのだというのであ
る。自分たちが創設した機関だから自分たちのものだと
いう主張は、IMEBが IRCAMや GRMとは異なりかな
り個人経営的な機関であったことを思えば分からないで
もないのだが、そうなると公的助成を長年受けて来た事
実はどうなるのだろうか。引き際がよいと考えるのか随
分身勝手なと考えるのか、それがフランス的な去る者の
美学といわれれば、そういうものかと思うしかない。
何年か前に、やはり由緒ある某大学電子音楽スタジオ
所長に就任したばかりの知人を訪ねた折り、やはり博物
館と化している『伝統ある』スタジオの旧機材をどうす
るか、という話をしていたのを思い出すが、歴史のある
スタジオではどこでも直面する問題であろう。別のある
大学付属スタジオでは初期の Mac から歴代コンピュー
タを保存し続けている。担当エンジニアによると、同大
学スタジオで制作された古い作品群の修復、コピー、起
こり得るトラブルで作品が失われないためにメディアの
互換性を考えての対応だそうである。いつ、どんな機材
や技術を、どのように改革していくのか。技術的な問題
は常に創造活動の方向性に基づいているし、時代の歩み
に沿った方針でなくてはならないだろう。その上で限ら
れた予算で先端を歩み続けなければならない電子音楽ス
タジオや機関。改革や世代交代の時期手順を誤ると、将
来の存続は危うくなる。
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